
　社会資本総合整備計画 防災・安全交付金             令和06年01月31日

計画の名称 浜中町災害に強いまちづくり（防災・安全）

計画の期間   令和０５年度 ～   令和０９年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 浜中町

計画の目標 浜中町は、北海道南東部釧路地方東端に位置し、昭和27年十勝沖地震津波及び昭和35年チリ地震津波など、津波による被害を繰り返し受けている地域である。日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震が発生した場合、最大波高20.3ｍの津波が

25分で押し寄せ、海岸集落の大部分が浸水する想定である。現状、徒歩圏内に適当な高台、避難ビルの無い地域の住民は自動車による遠方への避難を余儀なくされており、海岸地域に暮らす全ての住民が速やかに避難できる対策の実施が

急務となっている。本計画は、本町における防災上の最重要課題である津波災害から住民の生命財産を守るため、地区ごとの実情に則し適切かつ効率的な対策を実施し、避難困難地域の解消を図るものである。なお、浜中町は令和４年9月

３０日に日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波避難対策特別強化地域に指定されている。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               2,787  Ａ               2,787  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

(R5当初) (R7末) (R9末)

   1 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震が発生した場合の浜中町内（丸山散布地区、琵琶瀬地区、新川西地区、仲の浜地区、暮帰別地区）における津波避難困難者数を０人にする。

浜中町（丸山散布地区、琵琶瀬地区、新川西地区、仲の浜地区、暮帰別地区）における津波避難困難者数を０人にする。 1023人 341人 0人

地区内の避難困難者数　－　本計画での地区公共施設等整備による避難困難者の解消人口

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む 〇 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 〇 避難行動要支援者名簿の提供 〇

浜中町強靭化計画に基づき実施される要素事業：A13-001

1 案件番号： 0000540440



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R05 R06 R07 R08 R09 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業 A13-001 都市防災 一般 浜中町 直接 浜中町 － － 地区公共施設等整備（丸

山散布地区、琵琶瀬地区

、新川西地区、仲の浜地

区、暮帰別地区）

避難地（人口高台）A＝920㎡

、津波避難タワー　N=4基

浜中町  ■  ■  ■  ■  ■       2,787 －

 小計       2,787

合計       2,787

1 案件番号： 0000540440



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

R05

配分額 (a)                     223

計画別流用増△減額 (b)                       0

交付額 (c=a+b)                     223

前年度からの繰越額 (d)                       0

支払済額 (e)                     223

翌年度繰越額 (f)                       0

うち未契約繰越額(g)                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 0000540440






